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Abstract 
The production process for sea urchins in this prefecture generally involves peeling and processing the sea urchins on the day 

they are caught and shipping them out promptly. However, the shipping date is greatly affected by sea conditions. Additionally, the 

time and labor required to process the peeled sea urchins after they are caught limits the amount that can be shipped. To improve 

this situation, it is necessary to review the process. For example, instead of peeling immediately after catching, sea urchins could 

be caught and stocked as much as possible on the day of capture, with peeling and processing taking place on the day of shipment. 

On the other hand, verifying this process requires temporarily stocking the sea urchins at fishing port anchorages or similar 

locations. It is important to understand how the quality of the sea urchins and the maximum stocking density change during this 

temporary storage period. In this study, we tested changes in the quality of sea urchin reproductive nests and the maximum stocking 

density in cages after two weeks of unfed stocking. The results of the stocking test indicated that the quality of the sea urchins' 

reproductive nests could be maintained for approximately one week, although there was some variability. It was also estimated that 

the optimal stocking density for a one-week stocking period was fewer than 90 sea urchins per square meter of attachable area. 
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は じ め に 

 

岩手県のウニ類の生産量は，全国で 2 番目に多く，2022

年で全国の生産量 6,518 トン（殻付）のうち約 15％の 999

トンが生産されている 1)。本県に生息するウニ類のうち，

食用とされるのはキタムラサキウニとエゾバフンウニの

2 種類で，キタムラサキウニが漁獲量の 9 割と漁獲の大半

を占める 2)。このようにキタムラサキウニ（以下，ウニ）

は，本県の重要な磯根資源であるが，近年生産量は減少傾

向にある 1) 。この減少の主要因として，ウニの生息 

 

 

密度が高いことで餌料海藻が減少する，いわゆるウニ焼け

と，それに伴う身入りの低下が挙げられる。 

本県のウニの生産工程は，「漁獲日にむき身加工して出

荷する」という工程が一般的であり，漁獲後のむき身加工

にかかる時間や労力が制約となり，各漁獲日の漁獲量が制

限される。また，漁獲日が海況に影響されることから，出

荷日も海況に影響されることになる。もし，「漁獲日に可

能な限り漁獲して，漁港泊地や陸上水槽などで短期間無給

餌蓄養し，出荷日に合わせてむき身加工して出荷する」こ

とが出来れば，漁獲量が増加して漁家収入が増加するとと 
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もに，ウニの生息密度の低減によるウニ焼けの解消につな

がることが期待できる。漁獲後，むき身加工をするまでウ

ニを無給餌で蓄養しようとする場合，その間のウニ生殖巣

の品質変化を把握する必要がある。加えて，効率的に蓄養

するためには，蓄養カゴなどへの適正な収容密度を把握す

る必要がある。ウニの蓄養については数か月程度の事例 3)

はあるものの，数週間かつ無給餌で蓄養した場合の知見は

乏しい。 

 そこで，本研究では，ウニを短期間無給餌で蓄養した場

合におけるウニ生殖巣の品質変化及び蓄養カゴへの最大

収容密度を明らかにすることを目的とした。 

 

方 法 

 

無給餌蓄養試験 

 2023 年 6 月 1 日および 8 月 3 日から各回約 2 週間の飼

育試験を実施し，それぞれ 6 月無給餌蓄養試験，8 月無給

餌蓄養試験とした。ウニをトリカルネット製かご（820×

1,000×800mm）内に 60 個体ずつ収容して対照区，無給

餌区の 2 試験区を設けて飼育試験を実施した。対照区は，

週 1 回生鮮コンブを体重の約 10%給餌して飼育した。試

験期間中は 1t 角型水槽を用いて自然水温の濾過海水をか

け流して飼育した。サンプリングは飼育開始時，4，7，14

日後を目安に実施した。 

両区 16 個体ずつ殻径・体重・生殖巣重量・身色を測定

するとともに，生殖巣指数を算出した。両区から目視によ

り身入りが良い４個体を選び，常圧加熱乾燥法で水分を測

定するともに，生殖巣から 80％メタノール抽出液を調製

して遊離アミノ酸の分析に供した。主要な遊離アミノ酸 4)

を基に甘味，苦味，旨味の 3 種類に分類して味ごとの総量

で比較した。 

 

収容密度検討試験 

2023 年 6 月 1 日から 2 週間の飼育試験を実施した。試

験区は，カゴの付着面積に対するウニの付着面積を基準と

して，最大密度区（約 120 個/㎡），2/3 密度区（約 90 個/

㎡），1/2 密度区（約 60 個/㎡），1/4 密度区（約 30 個/㎡）

の計 4試験区を設けた。ウニを丸カゴ（上面直径 390mm，

底面直径 450mm，高さ 300mm，佐々木商工製）にそれ

ぞれの密度で収容し，全区無給餌で飼育した（図１）。最

大密度は下記丸カゴの付着可能面積を基に算出した。試験

期間中は１t角型水槽を用いて自然水温の濾過海水をかけ

流して飼育した。1 週間ごとに各区のへい死個体を記録し，

へい死率で比較した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 収容密度検討試験の 2/3 密度区における丸カゴ収容

の様子（カゴの面積の約 2/3 にウニが付着） 

 

結 果 

 

無給餌蓄養試験 

6 月及び 8 月無給餌蓄養試験いずれにおいても，対照区

では試験期間を通じて消化管に生鮮海藻の粒が確認され

たものの，無給餌区では飼育 4 日後には消化管に何も入っ

ていない様子を確認できた（図 2）。 

殻径および体重は，両月において両区に差は確認されな

かった。生殖巣指数は，6 月無給餌蓄養試験では対照区

20.7～23.2%，無給餌区 20.4～22.4%と両区とも 20%以上

で推移し，有意差は確認されなかった（表 1）。8 月無給餌

蓄養試験では対照区 13.6～16.6%，無給餌区 12.3～14.8%

で推移し，無給餌飼育 18 日後に無給餌区で有意に低くな

った（表 2）。一部の個体では成熟が進み，卵や精子を持つ

個体も確認された（図 3）。 

身色の指標となる L*a*b*値は，a*値のみ 6 月無給餌区

の飼育 14 日後および 8 月無給餌区の飼育 7 日後に有意に

低くなったものの，その他差は確認されず常に明るく好ま

しい身色であった（図 4）。 

全遊離アミノ酸総量は，6 月無給餌蓄養試験では対照区
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図 2 6 月無給餌蓄養試験における飼育 4 日後の殻割時の

様子（A：対照区，B:無給餌区） 

 

3,473～3,729mg/100g，無給餌区3,451～4,071mg/100gで

推移（表 3），8 月は対照区 2,975～3,253mg/100g，無給

餌区 2,736～3,392mg/100g で推移した（表 4）。 

甘味を呈する主要な遊離アミノ酸は４種類検出された

（表 3，4）。総量は，6 月無給餌蓄養試験では対照区 1,459

～1,613mg/100g，無給餌区1,535～1,630mg/100gで推移，

8 月は対照区 1,460～1,678mg/100g，無給餌区 1,463～

1,473mg/100g で推移し，各月・各サンプリング時で有意

差は確認されなかった（図 5）。特にグリシンが多く，全遊

離アミノ酸総量の 26%以上を占めていた。苦味を呈する

主要な遊離アミノ酸は 10 種類検出された（表 3，4）。総

量 は ， 6 月 無 給 餌 蓄 養 試 験 で は 対 照 区 1,072 ～

1,470mg/100g，無給餌区1,233～1,778mg/100gで推移（図

6），8 月は対照区 856～1,253/100g，無給餌区 950～

1,516mg/100g で推移し，6 月無給餌蓄養試験の飼育 4，7

日後に無給餌区で有意に高くなった（表 4）。チロシン，ア

ルギニン，ロイシン，バリン，リシンが多く含まれていた。 

 

 

図 3 8 月無給餌蓄養試験における飼育 18 日後の生殖巣

の状況（A：対照区，B：無給餌区） 

 

旨味を呈する遊離アミノ酸はグルタミン酸の 1 種類が検

出（表 3，4）され，6 月無給餌蓄養試験では対照区 123～

134mg/100g，無給餌区 87～114mg/100g で推移，8 月は

対照区 134～157mg/100g，無給餌区 77～144mg/100g で

推移し，8 月無給餌蓄養試験の飼育 18 日後に無給餌区で

有意に低くなった（図 7）。 

以上，若干の変動はあるが，無給餌蓄養でも約 1 週間で

あれば時期に関わらず，品質を維持できると推察された。 

 

収容密度検討試験 

試験開始 1 週間後，最大密度区のみで約 2.5%のへい死

が確認された。2 週間後は最大密度区で約 6.4.%，2/3 密

度区で約 1.7%のへい死が確認された（表 5）。 

以上の結果から，1 週間の蓄養の場合，付着可能面積に

対して約 90 個/㎡（面積の 2/3）以下，2 週間の場合約 60 

個/㎡（面積の 1/2）以下が蓄養の目安と推察された。 

A 

B 

A 

B 
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図 4 6 月無給餌蓄養試験における飼育 14 日後の生殖巣（A：対照区，B：給餌区の生殖巣） 

 

表 1 6 月無給餌蓄養試験におけるウニの殻径，体重，生殖巣指数，L*a*b*値（平均値±標準誤差） 

※アスタリスクは試験区間で有意差があることを示す（t-検定：P＜0.05） 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 8 月無給餌蓄養試験におけるウニの殻径，体重，生殖巣指数，L*a*b*値（平均値±標準誤差） 

※アスタリスクは試験区間で有意差があることを示す（t-検定：P＜0.05） 
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表 3  6 月無給餌蓄養試験におけるウニの遊離アミノ酸含有量（mg/100g）及び水分量（%） 

 
 

 
図 5 無給餌蓄養試験における甘みを呈する遊離アミノ酸（グリシン，アラニン，スレオニン，セリン）の総量（mg/100g） 
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表 4  8 月無給餌蓄養試験におけるウニの遊離アミノ酸含有量（mg/100g）及び水分量（%） 

 
 

 

図 6 無給餌蓄養試験における苦味を呈する遊離アミノ酸（バリン等，全 10 種）の総量（mg/100g） 

※アスタリスクは試験区間で有意差があることを示す（t-検定：P＜0.05）
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図 7 無給餌蓄養試験における旨味を呈する遊離アミノ酸（グルタミン酸）の総量（mg/100g） 

※アスタリスクは試験区間で有意差があることを示す（t-検定：P＜0.05） 

 

表 5 収容密度検討試験におけるへい死率の推移

 
 

考 察 

 

無給餌蓄養試験における結果から，生殖巣指数および身

色は，短期間であればほぼ維持されることが分かった。一

方，8 月無給餌蓄養試験の無給餌飼育 18 日後の生殖巣指

数において有意差が見られた。これは両区ともに成熟・放

卵放精したものの，対照区は減少分を摂餌により補填でき

たが，無給餌区は補填できなかったことによると推察され

る。  

 甘味を呈する主な遊離アミノ酸の総量は，短期間であれ

ばほぼ維持されることが分かった。特にグリシンが全遊離

アミノ酸総量の 26%以上と多くを占めていた。過去に本

県でワカメを給餌して養殖したウニの生殖巣には，グリシ

ンが全遊離アミノ酸総量の 25%以上含まれることが報告

5)されており，本試験においても同様の傾向を示した。苦

味を呈する主な遊離アミノ酸の総量は，6 月無給餌蓄養試

験の無給餌飼育 4，7 日後に無給餌区で有意に高くなった。

一方，有意に高くなった値と，過去の報告 5)を比較すると

ほとんど差はないことから，味に及ぼす影響はないものと

推察される。加えて，雌雄による遊離アミノ酸組成に差が

見られることも報告 5)されており，サンプリング時の雌雄

比によって有意差が見られた可能性がある。旨みを呈する

遊離アミノ酸は，グルタミン酸の 1 種類が検出され，8 月

無給餌蓄養試験の無給餌飼育 18 日後に無給餌区で有意に

低くなった。この一因として，給餌の有無による影響が考

えられる。 

収容密度検討試験における結果から，無給餌での 1 週間

の蓄養の場合，付着可能面積に対して約 90 個/㎡（面積の

2/3）以下，2 週間の蓄養の場合約 60 個/㎡（面積の 1/2）

以下が蓄養の目安と推察された。本県における給餌を伴う

蓄養事例の報告 3)では，約 42~117 個/㎡の密度で収容され

ており，本試験で推定した無給餌での適正な収容密度と類

似した収容密度であった。最大密度区の 2 週間の蓄養にお

いてもへい死率が約 6%と低かったことから，収容密度と

併せて漁獲後の輸送および収容までの取扱いが重要であ

ると考えられる。 

本試験結果から，漁獲後 1 週間程度であれば無給餌蓄養

でも生殖巣の品質が維持されることが示唆された。加えて，

無給餌蓄養する場合，付着可能面積に対して約 90/㎡以内

での収容が目安と示唆された。この結果から，本県のウニ

の生産工程を「漁獲日に可能な限り漁獲して 1 週間以内で
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無給餌蓄養し，出荷日に合わせてむき身加工して出荷する」

という新しい生産工程に見直すことができることが示唆

された。 

一方，新しい工程の導入にあたっては，漁業協同組合や

買受人等の関係機関との調整，無給餌蓄養する漁港泊地等

の確保が課題として挙げられる。 

今後生産工程が改善すれば，柔軟な漁獲体制となり，ウ

ニの漁獲量向上が期待される。加えて，漁場に過剰に生息

するウニを最大限漁獲することにより，ウニ焼け改善へ寄

与することも期待される。 
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